
残存有効期限が６ヶ月以上あるパスポートとビザが必要です。

予約済みの往復航空券と手数料を支払って、在日パプアニューギニア大使館で取得可能。また現地到着時にポートモレスビーの

ジャクソン空港で取得することもできます。

公用語は英語。他にピジン語、モツ語などが広く話されています。

通貨単位はキナ（Ｋで表示）、補助単位はトーヤ（ｔで表示）

ホテルやレストランでは、主だったクレジットカードが利用可能。

スピリッツ1リットル、タバコ類200本までが免税。
通関手続きは質問も少なくいたって簡単ですが、食品などの持ち込みはご注意ください。
  

赤道直下の無風帯に位置しているため、年間を通じて大きな季節変化はありません。

海岸部や低地では夏の服装で十分ですが、ハイランド地方では朝晩の冷え込みがきついため、セーターやウィンドブレーカーなどを

お持ちになると良いでしょう。セピック河流域を旅行する場合は、長袖、長ズボン、簡単な雨具とともに、防虫スプレイをご用意ください。

チップの習慣はないので、安易に現金を渡すことは避けてください。

商店　　月～金　０８：３０～１６：３０

基本的に制限はないが、人々の撮影は許可をもらってから。
 

電圧が240ボルト(50Hz)。コンセントは３本平ピンタイプのハの字型でオーストラリア＆ニュージーランドと同じ。
  

ミネラルウォーターまたは煮沸した水を飲用とすることをお勧めします。水道水は飲用しないほうが良いでしょう。

日本より１時間進んでいます。

治安は決して良いとは言えません。ご旅行に際しては、十分にご注意ください。

=注意事項=
１．夜間の外出は絶対に避けてください。また昼間であっても、人通りの少ないところへの立ち入りはお止めください。

２．ホテルから外出する時は、ホテルの従業員や旅行会社に相談して車の手配をし、移動は車で行ってください。
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